
尼 崎 市 立 大 成 中 学 校 学 校 だ よ り

令 和 2年 (20２ ０ )年 ５ 月 吉 日

ht tp:/ /cen-web/schoo l / j09/

～ か ぜ を つ む ぐ ～ 第 6 号

☆ 全 篇 文 字 が 多 く て 読 み づ ら く な っ て し ま い ま し た 。す い ま せ ん 。

★令和元年度末より続く、新型コロナウイルス感染拡大防止にとも

なう学校の動きについて、在校生・新入生並びに保護者ご家族の皆様に、不安と混乱

を招いてしまったことにたいして、謹んでお詫び申し上げます。★大人達の判断で、

子どもたちのけじめの時期、旅立ちやスタートの重要な時期に、ブレーキを掛けるこ

とになってしまいました。★ただ一つ、国・県・市は、日々刻々と変化する状況に、

人々の“命”を守るための判断を し た こ と を 申 し 伝 え さ せ て い た だ き ま す 。

※始業式と入学式の話をまとめ＋α

【在校生の皆さん】 昨年一年間、機会がある度に、伝えていたのは、「TR

ANSITION」（切り変え）の重要性。そして、「現状把握」（今自分のおかれている

状況と自分の“力”の適切な理解）の必要性。加えて、「目標・目的」の具体化

と実行。相手に得点されたとき、ミスしてしまった時、状況を覆して、逆転勝利するためには、『頭（思

考）を切り変え、状況を冷静に分析し、次の手立てを適切に行う』ことです。今まさにこの時、この瞬

間になすべきことです。

【新入生の皆さん】 小学生と中学生との違いは何でしょうか？その本質は、皆さんの呼び名で

す。「児童」から「生徒」に変わります。児童の「児」は、お医者さんにかかる時の「 小 児科」の「に」。児童
じ どう せい と じ ど う じ し よ う に か じ ど う

の「童」は、「どうよう」「 童 歌」の「わらべ」、すなわち、どちらも小さな子どもという意味です。
どう わら べ う た

もちろん、皆さんは、小さな子どもではありませんね。では、「生徒」とはどういう意味でしょう。
せい と

一緒に頭の中で字を書いてみて下さい。「生徒」の「生」は、そのまま「いきる」という意味です。で
せ い と せ い

は、「徒」は、ぎょうにんべんに走ると書きます。にんべんなら人のことを表しますね。では、ぎょう
と はし ひと

にんべんはというと、じつは、道路のことなんです。丁字路。交差点のことです。「徒」には、その道
てい じ ろ

を、あっちに行ったりこっちに来たり、走り回るという、意味があります。

「生徒」とは、生きていく力を身に付けるために師匠に弟子入りして、
せ い と

走り回って、修行する立場のことをいいます。

小さな子どもから修行する立場に変わるわけですから、それは大変なこと

です。まわりの人が何もかもやってくれていた、今までとは違い、指示され

たことを、走るスピードでこなすこと、自分で考えて行動できること、
はし

そして自分がまわりのためにできることを意識して、生活できなければいけません。

【保護者地域の皆様】 あらためまして、保護者の皆様、地域の皆様へお願いです。大成中学校で

は、職員同士で、そして、ご家庭と地域との連携を大切にして教育活動に努めます。新型コロナウィ

ルスの災禍にあって、臨時休校が続いております。感染拡大防止の観点から、不要不求の外出が制

限され、市教育委員会からは、家庭訪問や登校日（登校指示）が制限されております。このため、

電話連絡やポスティング、インターフォン越しの家庭訪問など、実施しております。各種制限のた

め、計画的・予定を組んでとはいかないため、不意のこととなるかもしれませんが、なにとぞ、事

情ご賢察いただきまして、ご協力賜りますようお願い申し上げます。また、心と体の土台が出来る

大事な時期です。休校中も可能な限りバランスのとれた生活ができるよう、見守っていただき、気

になることがあれば、わずかな変化でも、結構です。私どもにお知らせ願えませんでしょうか。

心配事をお伺いできれば、これから起こる厄災を未然に防ぐことができます。成長をお知らせいただ

ければ、私たちの大きな励みになります。どうぞよろしくお願いします。

※学校再開後どんな学びに挑戦するか

「令和」は、特別です。時代をまたぐ変化を迎えます。この変化のさなかに我々は中学生
れ い わ

として存在します。令和になって職員の２／３入れ替わりました。時代がまさ に、大 成中学

校へも変革を求めているのです。

令和2年度の大成中学校の学びの実践テーマは「Cognit iveSki l lsTra in ing」で す。 『認

知能力向上』という意味です。 「認知」は得点や偏差値などによって代表さ れる『テ ストで

計ることのできる力』です。今流行の「非認知能力」 （ “やさしさ ” “ひ らめき ”など 計測でき

ない力）に対置される言葉です。認知能力は学力と言い換えてもよいでしょ う。

わざわざ、世の中に逆行するのは、①非認知能力の基礎（原点 ）に認知能力が ある こ

と。②高校入試という現実に向き合うため。③明確で、わかりやすく、目に見えることだから

です。ただし、ガリ勉特訓と言うことではなく、各種調査分析から課 題を抽出し、改善を試

みていきます。

具体的にどのような取組を行うのか、学校再開後、順次お知らせしていきます。

★校 訓 あ り ま す 。

誠実 （真面目で真心があること）

克己 （自分の感情・欲望・邪念などにうちかつこと）

創造 （人まねでなく、新しいものを自分から作り出すこと）

自他尊重 （自分と他の人も大切にできる心）

★ずいぶんたくさんあるなぁと思いませんか？どれか一つできるだけでも、

大変立派な人物です。全部は無理かなぁ・・・・？

★校訓とは、“この内容をこの学校では教えていますよ！”という意味です。

★つまり、教 科 書 の 勉 強 以 外 に 、 大 成 中 学 校 で 、 修 行 す る 事 柄 と言うことです。

★ 下 記 、 具 体 的 な 生 活 の 目 標 で す 。【 詳 し い 説 明 は 次 号 で 】

『 和 を 以 て 、 時 を 守 り 場 を 清 め 、 礼 を 正 す 、 こ れ 須 く 心 掛 く 』
わ もっ とき まも ば きよ れい ただ すべから こころが


